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■今月の表紙【沖浦でまったり島時間】

　４月14日、沖浦漁港観光物産館横の広
場にて、オキウラマルシェが開催されま
した。地域の方が中心になって企画運営
されたもので、今回が２回目の開催。出
店数も20に増え、会場にはたくさんの人
が集まりました。広島市から来られた直
本勉さんはボランティア団体に所属し、
腹話術や皿回しなどのパフォーマンスを
県内各地で披露しており、この日も子ど
もたちの注目を集めていました。（関連
ページ６ページ）

■まちの人口と世帯数
　（2013年３月末現在）
　人　口�8,213人
　　男　�3,886人
　　女　�4,327人
　世帯数�4,299世帯

大崎上島町の平成25年度当初予算額は、一般会計が70億7,896
万円、特別会計が39億8,620万円で総額110億6,516万円とな
りました。前年度と比べると一般会計は、5億1,439万円の減額、
特別会計は、6,181万円の減額となり、総額では、5億7,620万円
の減額となりました。

平成25年度大崎上島町

当初予算

一般会計歳入予算の用語解説
区　分 説　　　　　明

自
　
主
　
財
　
源

町 税 町民の皆さんから納めて頂く税金や会社の町民税など

繰 入 金 各種基金などから一般会計へ繰入れたお金

諸 収 入 預金利子や町が融資した貸付金の返済金など

使用料・手数料 公共施設の使用料、住民票などの交付手数料など

財産収入・寄附金 各種基金利子、寄附金、財産を売り払ったお金

そ の 他 繰越金、分担金、負担金など

依
　
存
　
財
　
源

国 庫 支 出 金 国からの補助金や負担金

県 支 出 金 県からの補助金や負担金

地 方 債 事業を行うために借入れるお金

地 方 交 付 税 国の所得税、法人税、酒税などを一定の割合で町の財政需
要に応じて一定の基準に基づき、国から交付されるお金

そ の 他 地方譲与税など

自主財源
29.1％

歳入
70億7,896万円

その他
15,299万円

依存財源
70.9％

町税
110,041万円 繰入金

61,833万円

諸収入
9,455万円

使用料・
手数料
8,832万円

財産収入・
寄附金
2,783万円

その他
13,699万円

国庫支出金
40,484万円

県支出金
40,716万円

地方債
94,754万円

地方交付税
310,000万円
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町の財政について
高田町長に聞きました。

一般会計歳出予算の性質別内訳
� （単位：万円）

歳出合計：707,896万円

歳出
70億7,896万円

予備費
300万円

議会費
7,547万円

総務費
112,811万円

民生費
149,273万円

衛生費
82,670万円

労働費
2,065万円農林水産業費

37,755万円

商工費
7,329万円

土木費
53,693万円

消防費
33,300万円

教育費
47,680万円

災害復旧費
63万円

公債費
173,409万円

諸支出金
1万円

—

こ
れ
か
ら
町
の
財
政
は
ど
う
な
る
？

「
財
政
改
革
は
待
っ
た
な
し
」

　

町
が
合
併
し
て
10
年
。
合
併
し
た
市
町
村

に
は
国
か
ら
の
援
助
が
あ
り
、
中
で
も
大
き

い
の
が
地
方
交
付
税
の
優
遇
で
す
。
し
か
し
、

26
年
度
か
ら
援
助
は
減
り
、
試
算
で
は
６
年

か
け
て
７
億
円
減
と
な
り
ま
す
。
長
期
的
に

歳
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は

合
併
当
初
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
。
町
を

維
持
、
活
性
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
福
祉

や
介
護
と
い
っ
た
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
低
下
は
防
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
知
恵
を

使
っ
て
、
経
費
の
削
減
や
、
施
策
の
見
直
し

を
推
し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

—

今
年
度
の
特
徴
的
な
施
策
は
？

「
離
島
と
い
う
環
境
に
適
し
た
施
策
を
」

　

大
崎
上
島
町
は
県
内
で
唯
一
の
離
島
自
治

体
。
映
画
「
東
京
家
族
」
の
影
響
も
あ
り
、

以
前
に
比
べ
れ
ば
、
町
の
認
知
度
も
上
が
り
、

観
光
に
訪
れ
る
と
い
う
流
れ
も
で
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
活
か
す
べ
く
、
今
年
度
は

交
流
や
定
住
と
い
っ
た
対
外
的
な
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
。
見
る
だ
け
だ
っ
た
観
光
か
ら
、

人
と
ふ
れ
あ
う
交
流
へ
。
交
流
の
手
段
と
し

て
、
す
で
に
あ
る
も
の
を
活
か
す
た
め
に
、

第
１
次
産
業
や
集
落
の
支
援
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

高田�幸典町長

用 語 の 解 説
人件費
職員の給与や議員の報酬などの経費
扶助費
生活保護法、児童福祉法等の法令に基づく被扶助
者への支給や、町独自の各種扶助のための経費
公債費
地方債（借金）の返済に充てるための経費
普通建設事業費
施設や道路を建設したり取り壊したりする経費
災害復旧事業費
大雨、暴風、地震などの災害により被災した施
設を復旧するための経費
物件費
消耗品、光熱水費、電話料金などの消費的な経費
維持補修費
施設や道路の修繕に要する経費
補助費等
消防署に対する負担金などの経費
積立金
特定の目的のために設けられた基金等への積み立
てる経費
投資及び出資金
財産を有利に運用するための国債などの取得や
公益上必要による会社の取得などに要する経費
貸付金
地域住民の福祉増進を図るため、町が直接ある
いは間接的に現金の貸付を行うための経費
繰出金
特別会計を設けて事業を行っている国民健康保
険や介護保険などの事業経費の一部を負担する
為、各会計に支出する経費
予備費
予算編成の際、予期しなかった予算外の支出に
対応するための経費

人件費� 100,639 補助費等� 84,263
扶助費� 56,369 積立金� 20,575
公債費� 173,409 投資及び出資金� 0
普通建設事業費� 72,278 貸付金� 7,626
災害復旧事業費� 63 繰出金� 81,495
物件費� 106,799 予備費� 300
維持補修費� 4,080
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特定の事業を行う場合や、特
定の歳入（収入）を特定の歳
出（支出）にあてるため、一
般会計と区分したほうが、効
率的な予算管理ができるもの
があります。この場合には、
法律や条例などに基づいて特
別会計を設けることができ、
大崎上島町では左表の特別会
計を置いています。

▶特別会計
（単位：万円）

区　　　　　分 25年度 24年度 差　引
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 129,015 129,199 △184

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 149,774 146,700 3,074

後期高齢者医療保険事業特別会計 18,514 19,574 △1,060

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 52,579 54,800 △2,221

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 13,608 32,773 △19,165

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 3,974 3,650 324

漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 5,562 6,203 △641

港 湾 管 理 特 別 会 計 1,409 1,420 △11

漁 港 管 理 特 別 会 計 346 347 △1

交 通 事 業 特 別 会 計 22,638 8,334 14,304

干 拓 地 管 理 特 別 会 計 1,201 1,801 △600

合　　　計 398,620 404,801 △6,181

　●総務費� （単位：万円）

定 住 促 進 用 住 宅 整 備 事 業 2,986
【新規事業】
オール電化・太陽光パネル付きの滞在型施設を２棟建設する。

体 験 型 修 学 旅 行 誘 致 事 業 621
【新規事業】
体験型修学旅行誘致に向けて受入体制の整備等を行う。

長 期 総 合 計 画 策 定 事 業 368
【新規事業】
第２次長期総合計画の調査・策定を実施する。（第１次：平成17
年作成）

集 落 支 援 員 事 業 865
【新規事業】
集落支援員が生活補助等の集落の抱える課題に対応する。

コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 運 行 事 業 3,014
過疎高齢化に伴う単身高齢世帯に対して日常生活支援を行う。
【参考】おと姫バス購入（14人乗り）452万円

海上交通運航欠損額補助事業 6,167
高速船「竹原〜大長」航路運航欠損補助、「安芸津〜大西」航路補助、
大三島ブルーライン「今治〜宗方・岡村〜木江」航路補助を行う。

　●民生費

じん臓障害者通院費助成事業 300
島内に透析が可能な医療機関が無いことにより、人工透析患者は
島外に通院しており、多額の交通費がかかるため費用の軽減措置
を行う。

配 食 サ ー ビ ス 1,069
70歳以上単身者、高齢者のみの世帯等に対し、在宅での生活を
可能とするための生活支援を行う。
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　●衛生費� （単位：万円）

生 活 習 慣 病 対 策 費 1.908 住民の健康管理を促進する。

　●商工費

観 光 振 興 対 策 諸 費 406 東京家族ロケ地記念碑設置など、観光振興を図る。

　●教育費

町立学校情報機器等整備事業 379 町立学校の情報機器を整備することにより授業の効率化を図る。

園 児・ 児 童・ 生 徒 送 迎 事 業 1,821
小学校スクールバス運行業務（２校）、遠距離通学バス乗車券補
助（中学校、小学校１校）を行う。

社 会 体 育 施 設 新 設 費 1,932
【新規事業】木江屋内運動場を防災機能を持つ施設として改築する。
【参考】H25：設計　H26：建築

放 課 後 子 ど も プ ラ ン 推 進 費 1,185 放課後等における児童の健全育成と子育て支援を図る。

　●農林水産業費

未 来 創 造 支 援 事 業 1,020
ブルーベリー生産量倍増事業、つわぶき佃煮生産量アップ事業、
新規就農者育成事業等により「活力あふれるまちづくり」「人材
が育ち活躍する町」を推進する。

担 い 手 経 営 強 化 モ デ ル 事 業 2,561
【新規事業】産業として自立した農林水産業の実現に向け、地域
の核となる経営力の高い担い手を育成する。

有 害 鳥 獣 駆 除 対 策 費 934 有害鳥獣（イノシシ等）の駆除対策を実施する。

林 道 天 満 線 新 設 改 良 費 3,842 島の山間部中腹を道路として整備する。

　●土木費

明 石 原 田 線 道 路 改 良 事 業 4,072
原田地区と明石地区を南北に結ぶ1級町道を整備することにより
交通体系の整備拡充を図る。

沖 浦 本 郷 線
（ 沖 浦 ） 道 路 改 良 事 業 5,976

大崎下島へのアクセス道で道路拡張することにより交通体系の整
備を図る。

　●消防費

消 防 救 急 無 線 デ ジ
タ ル 化 整 備 事 業 3,609

常備消防事務委託（東広島）において消防救急無線デジタル化整備
することにより災害時に迅速な体制を整備する（H24〜H25）。

高 規 格 救 急 車 購 入 事 業 3,006
【新規事業】常備消防事務委託（東広島）において高規格救急車
を整備することにより迅速かつ安全確実に患者を輸送する。
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看
板
の「
書
」か
ら
島
の
魅
力
を

　

４
月
１
日
、
広
島
県
と
愛
媛
県
が
共
催

で
開
幕
す
る
博
覧
会
「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ

２
０
１
４
」
の
実
行
委
員
会
事
務
局
が
広
島

県
庁
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
入
口
に

掲
げ
ら
れ
た
看
板
の
書
は
、
大
崎
海
星
高
校

３
年
の
鼻
戸
瞳
美
さ
ん
が
手
が
け
た
も
の
で

す
。

　
「
木
の
板
に
書
く
の
は
初
め
て
で
、と
て
も

い
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。緊
張

し
ま
し
た
が
、島
の
あ
た
た
か
さ
が
字
で
表
現

で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て
書
き
ま
し
た
」

と
、
鼻
戸
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
と
は
︙

広
島
県
と
愛
媛
県
が
共
催
し
て
平
成
26
年

３
月
21
日
か
ら
10
月
26
日
ま
で
開
催
さ
れ

る
博
覧
会
で
す
︒

み
ん
な
で
ま
っ
た
り
オ
キ
ウ
ラ
マ
ル
シ
ェ

　

４
月
14
日
、
沖
浦
漁
港
観
光
物
産
館
横
の

広
場
に
て
、
オ
キ
ウ
ラ
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
方
を
中
心
に
発
足
さ
れ

た
有
志
の
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
今
回
の

開
催
が
２
回
目
。
竹
原
市
や
今
治
市
（
大
三

島
、
岡
村
島
）
も
含
め
、
20
の
出
店
が
あ
り

ま
し
た
。
バ
ザ
ー
や
農
産
物
、
加
工
食
品
の

ほ
か
、
手
づ
く
り
品
、
雑
貨
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
腹
話
術
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
「
私
は
こ
の
公
園
が
好
き
で
子
ど
も
と
よ

く
遊
び
に
来
る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
利
用
さ

れ
て
な
い
の
を
さ
み
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
人
が
交
流
で
き
る
場
に
な
れ
ば
な
と
。

今
後
も
た
く
さ
ん
の
人
が
活
躍
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
有
志
の

会
メ
ン
バ
ー
の
方
は
話
し
て
い
ま
す
。

４月１日、事務局看
板の設置にも立ち会
いました

友だちや家族とだけでなく、お店の人やその場で会った
人とも楽しめる、ゆったりとやわらかな雰囲気のイベン
トでした。次回は秋に開催予定です。

大崎海星高校３年
鼻戸�瞳美さん

町の新規採用職員紹介

広島県、竹原市との人事交流
　今年度は、広島県との相互派遣を２名、竹原市
との相互派遣を１名実施しています。また、広島
県後期高齢者医療広域連合と㈳広島県土木協会に
それぞれ１名ずつ職員を派遣しています。

税務課
住
すみとも

友　加
か な

奈

上下水道課
兵
ひょうどう

頭　慎
しんいち

一

産業観光課
松
まつもと

本　千
ち え

枝

総務課
平
ひらた

田　雅
まさし

士

建設課
古
こさか

坂　圭
けい

平成25年度の修学旅行受け入れ予定
【5/30～31】
　奈良市立都

みあと

跡中学校３年生�…………… 98名（奈良県）

【6/6～7】
　藤井寺市立藤

ふじいでら

井寺中学校３年生�………161名（大阪府）

【6/13～14】
　泉大津市立誠

せいふう

風中学校３年生�…………315名（大阪府）

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

　

広
島
県
主
催
の
平
成
24
年
度
広
島
県
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、「
広
報
大
崎
上
島

７
月
号
」
が
町
部
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
広
報
紙
は
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て

も
っ
と
も
身
近
な
行
政
。
こ
れ
か
ら
も
、
み

な
さ
ま
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

７月号では映画「東京家族」
のロケを紹介しました
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春
の
訪
れ  

さ
く
ら
祭
り
で
満
喫

　

４
月
７
日
、
海
と
島
の
歴
史
資
料
館
に
て
、

さ
く
ら
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
町
観
光

協
会
主
催
）。
瀬
戸
美
駐
車
場
で
は
お
惣
菜

や
特
産
品
の
販
売
、
館
内
で
は
琴
や
篠
笛
の

演
奏
、
お
茶
席
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
生
け
花

や
陶
芸
作
品
の
展
示
も
あ
り
、
会
場
は
た
く

さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
「
笛
や
琴
の
演
奏
で
雰
囲
気
も
良
く
て
、

お
茶
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
て

よ
か
っ
た
で
す
」
と
、
今
年
初
め
て
参
加
し

た
と
い
う
人
の
声
も
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今

年
で
７
回
目
を
迎
え
、
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は
来

月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
崎
上
島
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

　

３
月
24
日
、
大
崎
上
島
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
有

権
者
数
は
６
，
８
９
７
人
、
投
票
者
数
は
５
，

６
５
２
人
。
投
票
率
は
約
82
％
で
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
定
数
12
・
立
候
補
者
数
14
・
敬
称
略
）

　

当
・
浜
田　

幸
造
（
６
１
４
.705
票
）

　

当
・
浜
田　

明
利
（
４
８
５
.294
票
）

　

当
・
辰
田　

真
司
（
４
７
７
票
）

　

当
・
越
田　

賢
一
（
４
３
４
票
）

　

当
・
赤
松　

良
雄
（
４
３
３
票
）

　

当
・
渡
辺　

年
範
（
４
２
０
票
）

　

当
・
蒔
田　

篤
雄
（
３
９
６
票
）

　

当
・
前
田　
　

太
（
３
９
６
票
）

　

当
・
尾
尻　

康
二
（
３
８
８
票
）

　

当
・
信
谷　

俊
樹
（
３
７
４
票
）

　

当
・
道
林　

清
隆
（
３
５
６
票
）

　

当
・
閑
田　

大
祐
（
３
１
４
票
）

　
　
　

浜
中　

国
雄
（
２
７
２
票
）

　
　
　

取
釜　

宏
行
（
２
４
３
票
）

なつかしの鐘にまつわる船の発見
　旧西野小学校の鐘は
現在、西野公民館に展
示されています。この
鐘は、調査の結果『葵

あおい

丸
まる

』という東京―大島
航路の客船のものだと
分かりました。
　「昭和14（1939）年
12月に濃霧のため大島
海岸に座礁、船客は全
員救助されましたが、

葵丸は沈没してしまいました」と、当時の東京七島新聞
は報じています。葵丸に関する資料や部品は東京大空襲
で焼けてしまい、ほとんど残っていません。西野小卒業
生にとって思い出深いこの鐘は、葵丸という船があった
証拠でもあったのです。
　沈没してしまった船の鐘が、なぜ西野小学校の鐘とし
て使われていたのか、同校の卒業生で郷土史研究家でも
ある金原兼雄さんは「はっきりした理由はわかりません
が、船の乗組員の中に大崎上島の出身者がいたことから、
誰かが母校西野小学校へ鐘を寄贈したのではないでしょ
うか」と話しています。

同級生で夢の共演 
ピアノと尺八コラボコンサート
　３月31日、大崎上島文化センターホール神峰にて、ピ
アノの土屋博行さんと尺八の川岡秀麗さんをお招きし、
コラボコンサートが開催されました（大崎上島町子ども
会育成連合会主催）。同連合会の小川誠さんと土屋さん、
川岡さんの３人が中学の同級生だったことから、ピアノ
と尺八という異色のコラボが実現しました。来場者は約
150名。コンサートにはコラボ演奏の他に、オレンジコー
ラスの合唱や、地元小中学生のピアノ演奏、加藤英象さ
んの笙

しょう

と川岡さんの尺八とのコラボ演奏もあり、来場者
は音楽の世界を満喫しました。

大
崎
上
島
産
レ
モ
ン 

菓
子
博
に
も

　

４
月
19
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
る
﹃
ひ
ろ
し
ま
菓
子
博
２
０
１
３
﹄。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
大
崎
上
島
産
の
レ
モ
ン

を
使
用
し
た
お
菓
子
が
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
野
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
て

ピアノと尺八という珍しいコラボ演奏に聞き入りました

閑
静
な
資
料
館
も
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
た
く
さ
ん

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

※�小数点以下の数字は、同一の氏の当該
候補者に投票があん分されたものです。
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職員配置表　平成25年４月１日現在の行政体制です。
　町　長：高田　幸典　　副町長：亀山　英治　　教育長：出口　一伸

本　　　　庁 大崎上島町東野6625-1� FAX：0846-65-3198
課　名 課　長 課長補佐 係　　　名 係　長 係　　　　　員

総　務　課
（行政刷新室）
☎65−3111

小田　　博 平野　誠治
（県から派遣）

庶 務 係 望月　邦彦 亀井　成美　　常本　敬三
宮地　丈彦　　中田　真由

行 政 係 （兼　平野誠治） 山本　秀樹　　閑田　悠子
財 政 係 坂田　　誠 高本　清一　　平田　雅士（竹原市から派遣）

企画振興課
☎65−3112 藤原　保弘 企 画 情 報 係 石田　修次 上田　和彦　　立田　清治　　藤堂　　恵

まちづくり推進係 松浦美保子 川本　亮之
税務課
☎65−3114 樽本　忠真 税 務 係 水下　　泉 柿本　賢士　　今村　武徳　　住友　加奈

岡田　貴美　　松本　浩二
住民課
☎65−3113 越田　昌宏 福本　道子 住 民 人 権 対 策 係 円光登資則 文田　和輝　　和田　一美　　角本奈緒子

産業観光課
☎65−3123
☎65−3120

森下　隆典
農 林 水 産 係 有田　芳徳 小川　啓三　　檜濱　睦夫　　橘高　直大

商 工 観 光 係 秋山　英雄 三村　竜也　　松本　千枝

建設課
☎65−3124 岡村　金盛

土 木 耕 地 係 池田　真二 藤原　通伸　　日浦　喜晴
岡田　征幸　　浅岡　祥太

管 理 係 森下　哲成
山本　徳枝　　古坂　　圭
保名　　満　　小椋　厚志　　森田　和志
武田　勝教　　安保　　守

会計課
☎65−3129 谷川みどり 会 計 係 （兼　谷川みどり） 小松　　幸

議会事務局
☎65−3130 松浦　　弘 庶 務 係 鼻戸　瑞枝

木　江　支　所 大崎上島町木江4968� FAX：0846-62-0304
課　名 課　長 課長補佐 係　　　名 係　長 係　　　　　員

住民課
☎62−0300 新谷冨美代 木 江 窓 口 係 菅　　英子 川口　　啓

福祉課（福祉事務所）
☎62−0301
☎62−0302

鼻戸　宏明
生 活 福 祉 係 多保　佳樹 田中　直弘　　川上　　優
福 祉 指 導 係 石本五十鈴 馬場　法澄　　中坂　優花
介 護 保 険 係 河田　昭司 木倉江理奈　　御堂　　渓

保健衛生課
☎62−0303
☎62−0330

菅　　文彦 保 健 指 導 係 岡田　千里 桧山　浩子　　倉岡　由美　　竹野　尚子
石田　良美　　池田　美果　　松本みつみ

環 境 衛 生 係 宮岡　栄治 竹下　良二　　角本　明美

教 育 委 員 会 大崎上島町中野2067-1�
課　名 課　長 課長補佐 係　　　名 係　長 係　　　　　員

総　務　課
☎64−2074
FAX64−3992

越田　宏行

勝村　昌史
（教育指導監）

総 務 学 校 教 育 係 福政千鶴子 土井万里子　　住野　大輔
佐村　蘭子（教頭）大 崎 幼 稚 園 川本　美陽
桑原千穂子（教頭）木 江 幼 稚 園 中西　夕貴

給 食 セ ン タ ー 大成　三鈴
社会教育課
☎64−3055
FAX67−5444

福政　敬司 森川　　明 社 会 教 育 係 赤松三津子 下川　　昇　　上杉　吉則

派　遣　職　員
大崎上島町包括支援センター� 田原　香利 広島県地域政策局市町行財政課� 末廣　大樹
広島県後期高齢者医療広域連合� 平道　龍二 社団法人広島県土木協会� 森本真太郎
竹原市総務部財政課� 村山　吉郎 広島県企業局水道課� 濵本　恵介

大　崎　支　所 大崎上島町中野2067-1� FAX：0846-64-3514
課　名 課　長 課長補佐 係　　　名 係　長 係　　　　　員

住　民　課
☎64−3510 上田千恵美 大 崎 窓 口 係 多武保清美 二見　　博　　吉川　浩美　　長田　　勲

上下水道課
☎64−3513 岡本　照彦 兵頭　慎一

（県から派遣）
管 理 係 小笠原正子 天野　志穂　　正畠　将平
事 業 係 川野　義彦 閑田　浩平

産業観光課
☎64−3512 地 籍 調 査 係 （兼　森下隆典） 河田　弘文　　神垣　憲隆
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田
舎
暮
ら
し
が
持
つ
魅
力

��

「
た
っ
た
１
泊
で
子
ど
も
た
ち
が
、
別
れ

が
惜
し
く
て
涙
す
る
。
こ
れ
ほ
ど
教
育
力
を

持
っ
た
も
の
は
民
泊
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、

藤
澤
安
良
先
生
。
泊
ま
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ

か
ら
な
い
、
ほ
ん
も
の
の
田
舎
暮
ら
し
を
体

家
庭
の
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

修
学
旅
行
に
対
す
る
思
い
や
経
験
、
大
崎
上

島
へ
の
思
い
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

��

「
こ
の
年
に
な
っ
て
、
こ
ん
な
に
感
動
で

き
る
も
の
（
民
泊
体
験
）
が
あ
っ
て
幸
せ
で

す
。
江
田
島
と
大
崎
上
島
、
同
じ
海
を
舞
台

と
す
る
島
同
士
、
一
緒
に
修
学
旅
行
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
清
水
昭
彦
さ

ん
（
江
田
島
海
生
体
験
交
流
協
議
会
民
泊
部

会
長
）
は
話
し
て
い
ま
す
。

��

「
皆
さ
ん
の
経
験
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
た

の
は
大
変
あ
り
が
た
い
。
修
学
旅
行
の
受
け

入
れ
に
向
け
て
、
町
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
高
田
町
長
は
本
番
に
向

け
て
の
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

海
と
ひ
と
の
交
流
を
現
地
研
修

　

３
月
９
日
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
民
泊

体
験
の
現
地
研
修
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し

た
。
講
師
は
引
き
続
き
藤
澤
安
良
先
生
。
民

験
す
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
然
や
生
き

物
と
関
わ
り
、
人
と
人
と
の
交
流
の
大
切
さ

に
気
づ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
食
文
化
や
家
族

の
絆
に
つ
い
て
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
る
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
の
観
光
と
は
違

い
、
島
に
滞
在
す
る
と
い
う
、
あ
り
の
ま
ま

の
島
暮
ら
し
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
、
大
崎

上
島
町
の
新
た
な
魅
力
発
信
の
き
っ
か
け
に

な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
動
は
子
ど
も
も
皆
さ
ん
も
同
じ

��

「
大
切
な
の
は
一
緒
に
行
動
し
、
体
験
す

る
こ
と
。
特
に
食
事
。
今
ど
き
の
子
は
魚
、

野
菜
嫌
い
が
多
い
で
す
が
、
お
い
し
い
作
り

方
、
食
べ
方
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

仲
間
や
お
家
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
手
間
と
愛

情
を
か
け
て
作
っ
た
料
理
は
絶
対
﹃
お
い
し

い
﹄
と
感
じ
ま
す
か
ら
」
と
藤
澤
先
生
。
大

切
な
の
は
、
民
泊
体
験
を
通
し
て
、
人
と
の

ふ
れ
あ
い
や
家
族
の
絆
を
認
識
す
る
こ
と
だ

と
話
し
ま
し
た
。

��

「
他
人
の
子
を
預
か
る
責
任
や
覚
悟
を
、

人
に
よ
っ
て
は
重
く
感
じ
す
ぎ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
基
本
的
な
決
ま
り

を
守
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
。
共
通
の
体
験
が

与
え
る
感
動
は
、
子
ど
も
も
皆
さ
ん
も
同
じ

感
動
で
す
」
と
話
し
、
受
け
入
れ
に
対
し
て

気
負
い
す
ぎ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

座
談
会
で
大
崎
上
島
に
エ
ー
ル

　

藤
澤
先
生
を
進
行
役
と
し
て
、
体
験
型
修

学
旅
行
に
関
わ
る
パ
ネ
ラ
ー
５
名
が
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
体
験
教
育
旅

行
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
や
県
職
員
、
す
で
に

実
績
の
あ
る
江
田
島
市
の
担
当
職
員
や
民
泊

泊
体
験
研
修
は
、
桧
山
眞
理
子
さ
ん
（
大
西

地
区
）
と
不
二
川
貫
浄
さ
ん
（
白
水
地
区
）

に
自
宅
を
研
修
地
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い

て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
子
ど
も
た

ち
が
来
た
場
面
を
再
現
し
な
が
ら
、
具
体
的

に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
質
問
を
し
た
り
、

メ
モ
を
と
っ
た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

随
時
募
集
中
！

　
　
・
民
泊
体
験
受
け
入
れ
家
庭

　
　
・
島
暮
ら
し
体
験
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
・
体
験
メ
ニュー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

担
当
課
が
産
業
観
光
課
に

　
　

�　

体
験
型
修
学
旅
行
誘
致
事
業
の
担
当

課
が
産
業
観
光
課
に
変
わ
り
ま
し
た
︒

　
　

�　

体
験
型
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
産
業
観
光
課

　
　
（
☎
65

－

３
１
２
３
）
ま
で
︒

３月８日、大崎上島文化センターホール神峰にて体験型修学旅行フォーラム
が、翌９日には民泊・インストラクター研修会が実施されました（広島湾ベ
イエリア・海生都市圏研究協議会主催）。講師は両日とも藤澤安良さん（体験
教育企画代表）。修学旅行受け入れを直前にひかえ、島の人々が持つ魅力や受
け入れる際の心構えを教わりました。

いよいよ始まる！
体験型修学旅行受入に向けて

部屋の案内や会話の手順など、細かく指導を受け
ました（民泊家庭研修）

インストラクター研修では、実際にシーカヤック
に乗りました
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○
地
域
で
孤
立
を
な
く
す
た
め
に

　

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
、
生
活
困
窮
者
な

ど
の
孤
立
を
な
く
す
た
め
に
、
行
政
や
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

○
災
害
に
備
え
て

　

日
々
の
見
守
り
や
訪
問
活
動
を
通
じ
て
、

災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
者
を
把
握
し
、
支
援
の
た
め
の
態

勢
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
行
政
や
自

治
会
、
地
域
住
民
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に

　

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
を
訪
問
し
、
授
業

参
観
、
教
員
と
の
懇
談
を
行
い
、
学
校
や
地

域
で
の
子
ど
も
の
状
況
、
課
題
解
決
の
た
め

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
に
児

童
相
談
所
と
連
携
し
て
子
育
て
家
庭
の
見
守

り
や
相
談
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

― 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

―
　
問
福
祉
課
　
☎
62
│
０
３
０
２

主
任
児
童
委
員
は
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
し
て

い
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
か
ら
厚
生
労

働
大
臣
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
が
主
任
児
童

委
員
と
な
り
、
全
国
で
約
２
万
１
千
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
大
崎
上
島
町
で
は
、
旧
町

の
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の
委
員
が
委
嘱
さ

れ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
な
が

ら
子
育
て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
崎
上
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
町
民
児
協
）
の
地
域
活
動

　

町
民
児
協
で
は
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

を
通
じ
て
把
握
す
る
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、

対
応
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
毎

月
第
１
金
曜
日
の
午
前
中
に
定
例
会
を
開
催
、

委
員
の
研
修
・
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
個
人
と
し
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
組
織
と
し
て
の
町
民
児
協
が
支
え
、
さ

ら
に
は
町
民
児
協
と
し
て
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
・
協
働
し
て
地
域
福
祉
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
住
民

の
身
近
な
相
談
相
手
、
専
門
機
関
へ

の
つ
な
ぎ
役
で
す

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の

地
方
公
務
員
で
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
は
児

童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い

ま
す
。
給
与
の
支
給
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
も
の
で
、
任
期
は

３
年
で
す
（
再
任
が
可
）。

　

全
国
で
は
、現
在
約
23
万
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
大
崎
上
島

町
で
は
、
46
名
の
委
員
（
内
主
任
児
童
委
員

３
名
）
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
担
当

の
区
域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や

介
護
の
悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、
失

業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心
配
ご

と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
地
域
の
専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ

役
に
な
り
ま
す
。
民
生
委
員
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
、
相
談
内
容
や
個
人
情
報
を
守
る
こ

と
を
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

101歳の髙橋コマヨさんを訪問する郷
区（旧元町地区）担当の沖本公徳さん
（写真右）。「こうやって家に来てくれ
て感謝しとります」と髙橋さんは話し
ています。

５月12日は
民生委員・児童委員の日

【キャッチフレーズ】
  「広げよう

地域に根ざした
思いやり」

10



今月は●●●●●

教
育
委
員
の
活
動
報
告

︻
第
３
回
定
例
会
議
︼

平
成
25
年
３
月
29
日
㈮

１　
議
事

●
日
程
第
１　

報
告
第
３
号

　

�

町
議
会
２
月
定
例
会
に
お
け
る
教

育
委
員
会
関
係
の
一
般
質
問
に
つ

い
て

●
日
程
第
２　

報
告
第
４
号

　

�

平
成
25
年
度
幼
稚
園
、
小
中
学
校

の
園
児
・
児
童
・
生
徒
数
に
つ
い

て
●
日
程
第
３　

報
告
第
５
号

　

�

学
校
医
・
学
校
歯
科
医
・
学
校
薬

剤
師
の
委
嘱
に
つ
い
て

●
日
程
第
４　

議
案
第
12
号

　

�

町
立
幼
稚
園
園
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

大
崎
幼
稚
園　
　

東　

克
則

　
（
大
崎
小
学
校
長
兼
務
）

　

木
江
幼
稚
園　
　

北
山　

博
子

　
（
木
江
小
学
校
長
兼
務
）

　

発
令
年
月
日

　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

任
期
１
年

●
日
程
第
５　

議
案
第
13
号

　

�

教
職
員
等
定
期
健
康
診
断
実
施
要

領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

この春、町内の幼小中学校に赴任された教職員を紹介します。
よろしくお願いします。 ■大崎幼稚園　■木江幼稚園　■東野小学校

■大崎小学校　■木江小学校　■大崎上島中学校

教
諭

川か
わ
本も

と　
美み

陽あ
き

教
頭

川か
わ

口ぐ
ち　
耕こ

う
史じ

教
諭

浜は
ま

田だ　
綾あ

や
華か

調
理
員石い

し
井い　
洋よ

う
子こ

教
諭

中な
か
西に

し　
夕ゆ

貴き

教
諭

早は
や
副ぞ

え　
　
慧け

い

事
務
専
門
員

柿か
き
本も

と　
千ち

代よ

美み

教
諭

森も
り
岡お

か　
純じ

ゅ
ん

子こ

教
育
補
助
員

植う
え
木き　
俊と

し
美み

事
務
・
預
か
り
保
育
担
当

森も
り

重し
げ　

佳よ
し

恵え

事
務
専
門
員

尾お

崎ざ
き　

直な
お

子こ

校
務
員保や

す
名な　
信の

ぶ
子こ

教
諭

笹さ
さ

岡お
か　

嘉よ
し

郎ろ
う

図
書
支
援
員

田た

房ぶ
さ　

さ
お
り

図
書
支
援
員

秋あ
き

山や
ま　

増ま
す

美み

教
頭

檜ひ

山や
ま　
堅け

ん
宗そ

う

――― コメント ―――
●�元気いっぱいの13名の子ども達と笑顔があふ
れる幼稚園にしていきます。� （川本美陽）

●�笑顔いっぱいの木江幼稚園になるように頑張
ります。� （中西夕貴）

●元気いっぱい頑張ります。� （森重佳恵）
●�八年ぶりに大崎上島町へ戻ってきました。先生
たちと一緒に島の子どもたちのために一生懸命
頑張っていきたいと思います。� （川口耕史）

●�元気いっぱいの早副です。自然に恵まれた東
野小学校で、子ども達と共にたくさん学んで
いきたいと思います。� （早副　慧）

●�大崎上島町で引き続き勤務できることがとて
もうれしいです。今後も上島の子どものため
にしっかり頑張っていきます。� （尾崎直子）

●�地元の食材を活かし、おいしい給食を東野の
園児・児童、そして教職員の皆さんに提供
できるように頑張っていきたいと思います。
� （石井洋子）

●�また東野小学校の子どもたちと一緒に勉強で
きることができ大変うれしく思っています。
� （植木俊美）

●�東野小学校のみんなが、本を通じていろいろ
なことを学べるようにお手伝いをさせていた
だきます。� （田房さおり）

●�小さい頃からの夢を叶え、教師1年目を迎え
ました。元気・笑顔いっぱいで頑張ります。
� （浜田綾華）

●�８年ぶりに大崎上島町に勤務することになり
ました。旧中野小は母校でもあります。

� （柿本千代美）
●�大崎小の児童のみなさんと、元気なあいさつ・
明るい笑顔でがんばります。� （保名信子）

●�すばらしい環境の中、勤めることができ、子
どもたちから多くのことを学ばせてもらいた
いと思っています。� （檜山堅宗）

●�分からない事ばかりですが、子ども達からパ
ワーをもらって頑張りたいと思います。

� （秋山増美）
●�竹原中学校から来ました。美しい海・豊かな
自然に恵まれた大崎上島の子どもたちと過ご
せることを幸せに思います。� （森岡純子）

●�三原市立第二中学校から地元に転任してきま
した。授業や部活動などで頑張っていくつも
りです。� （笹岡嘉郎）
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　４月７日、新入生133名と、専攻科生５名が来賓、保
護者、教職員の祝福を受けて入学しました。
学科・専攻別の入学者数／
商船学科　　　　45名
電子制御工学科　44名
流通情報工学科　44名
産業システム工学専攻
　　　　　　　　５名
　北海道をはじめ全国各地から入学する学生は、前日に
入寮します。多少の戸惑いと緊張を感じつつ一夜を過ご
した新入寮生も、寮生会役員と共に前日の風雨に耐え、
祝福するかのように彩った “ 桜 ” にエスコートされ、元
気よく登校しました。

　４月８日、新学期を迎
えた学生にうれしい知ら
せが伝えられました。新
聞やテレビのニュース報
道を読み解くための「時
事力」を認定するニュー
ス時事能力検定試験にお
ける好成績が認められ「優秀校」に選出されたのです。
　検定へのチャレンジを目的に今年度から結成された
「Ｎ検同好会」のうち、この日集まった６名に表彰状が
披露され、メンバーは “ すごい ” など歓声をあげ、決意
新たに活動していくことを誓い合いました。
（写真左後ろは顧問の澤田大吾教授）

　４月８日、歓迎会は食堂で行われ400名を超える寮生
が一堂に会しました。テーブルを片付け大ホールに仕立
てた会場は超満員。自己紹介やクラブ紹介などで楽しい

時を過ごしました。
（寮生数436名
��H25. ４. １現在）

　３月14日、郷土史研究家の金原兼雄さんを講師として
お招きして、大崎上島の歴史に関する講演を聴きました。
２月14日にも同じように講演していただきましたが、今
回はその続きとなる話を聴きました。
三大飢饉や参勤交代といった歴史上
の出来事と島の関係や、造船業の最
盛期など、今まで知らなかった大崎
上島の歴史を、生徒は興味深そうに
聴いていました。

　３月27日〜29日の３日間にわたって、新３年生対象の
勉強会を開きました。これは受験生としての自覚を養う
とともに、自ら進んで学習する習慣を身に付けるために

行ったものです。勉強会では講
義と自習時間を繰り返し設け、
生徒の学習リズムの確立に努め
ました。新３年生は私語一つせ
ず、一日９時間に及ぶ学習に励
みました。

平成25年度入学式

ニュース時事能力検定で優秀校

新入寮生歓迎会

社会人講話

第２学年対象勉強会

　４月８日、入学式を挙行しました。本年度は、24名の
生徒が新たに大崎海星高校に入学しました。これから本
校で３年間を過ごす新入生は皆、初々しさと明るさに満
ち溢れた表情をしていました。式に来てくださった来賓
の方々や保護者・地域の皆様、本当にありがとうござい
ました。

第16回入学式

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ル

☆読む便秘外来� 小林　弘幸
☆沈黙の町で� 奥田　英朗
☆カエルにキスをしろ！� ブライアン・トレイシー
☆ちょうちんそで� 江國　香織
☆いちばん長い夜に� 乃南　アサ
☆おもかげ橋� 葉室　　麟
☆ぼくはぼく� 谷川俊太郎
☆奥の奥の森の奥に、いる。�山田　悠介

つくしの会
絵本のよみかたり

5／18㈯　10：30〜

絵本「いつもぐうぐう
　ふしぎなきょうりゅう」他

日 月 火 水 木 金 土
4/28 29 30 5/1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 6/1
2 3 4 5 6 7 8
開館時間�10：00〜 18：00

休

金原さんの講演

勉強会の様子

新
入
生
集
合
写
真
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At�the�end�of�March�my�wife�and�I�went�to�Gifu� for�a�
friend's�wedding.��While�we�were�living�in�Arizona,�in�order�
to�meet�some�Japanese�people�we�joined�the�University�of�
Arizona's�Japanese�Association�and�were�able�to�make�a�lot�
of�friends.��My�wife�Ayako�quickly�became�friends�with�an�
exchange�student�named�Asako,�and�until�Asako�graduated�
and�returned�to�Japan�the�two�of�them�would�often�hang�
out� together.� �On�March�31st�Asako�got�married� to�a�
Canadian�named�JP,�and� it�was�great�being�able�to�see�
her�after�two�years.��It�was�very�nostalgic�not�only�seeing�
her,�but�also�being�able�to�see�a�lot�of�other�Japanese�U�of�
A�graduates�whom�we�had�not�seen�in�a�long�time.��This�
was�my�third�Japanese�style�wedding,�the�first�being�my�
own�five�years�ago�and�the�second�being�my�wife's�cousin's�
last�year.� � Japanese�and�American�weddings�are�not�too�
different.��In�both�there�is�cake,�alcohol,�and�fancy�clothes,�
but�one�big�difference�is�the�dancing.� �There�is�always�a�
dance� floor� in�American�weddings�where�everyone�will�
dance� for�several�hours,�but� in�a� Japanese�wedding�not�
even�one�person�will�dance.� � I'm�terrible�at�dancing�so�
I�don't�really�mind�not�having� it,�but�an�American�who�
loved�dancing�might�be�disappointed�if�he�or�she�was�in�a�
Japanese�style�wedding.

　３月末に妻と一緒に友達の結婚式のために岐阜に行き
ました。私達はアリゾナに住んでいた時に、日本人の学
生と仲良くなるためにアリゾナ大学の日本人協会に入っ
て色々な友達ができました。妻のアヤコはアサコという
留学生とすぐ仲良くなって、アサコが卒業して帰国する
まで二人はよく一緒に遊んでいました。先月アサコはＪ
Ｐというカナダ人の方と結婚して、私達は結婚式で彼女
に２年ぶりに会えてとても楽しかったです。アサコだけ
ではなく、他のアリゾナ大学卒業生の日本人の友達にも
久しぶりに会うことができて、とても懐かしかったです。
私にとって日本風の結婚式に参加するのは、今回が３度
目でした。最初は５年前の私のもので、２回目は妻の従
兄弟の結婚式でした。日本風とアメリカ風の結婚式にそ
んなに大きな違いはありません。両方ともケーキ、お酒、
正装などがあるのですが、一番の違いはダンスだと思い
ます。アメリカの結婚式ではいつもダンスフロアがあっ
て、みんな数時間も踊るのですが、日本では誰一人踊り
ませんよね。私は踊るのはとっても下手なのでダンスが
ないことに抵抗はありませんが、もし踊るのが大好きな
アメリカ人が日本の結婚式に参加したら、ちょっとがっ
かりするのかなと思います。

和風の結婚式
文・訳：パトリック・マーフィー

　

年
金
だ
よ
り
　
配
偶
者
加
給
年
金
と
振
替
加
算
額
Ｑ
＆
Ａ

A
配偶者加給年金は配偶
者が65歳になると受
け取れません。

よくある相談

Ｑ
●妻が65歳になったら、わたし（夫）の年金額が下がったのはなぜですか？
●�これまで夫が受けていた配偶者加給年金と妻の老齢基礎年金につく振替加算額が
違うのはなぜですか？
●�妻が年金請求をしなければ、わたし（夫）に配偶者加給年金が加算され続けるの
でしょうか？

　夫の年金に加算されている配偶者加給年金は、妻が65歳になると消滅※し、代
わりに妻が受け取る老齢基礎年金に振替加算額が付きます。配偶者加給年金と
振替加算はそもそも同じ金額ではなく、それぞれ受給者本人の生年月日によっ
て定められています。
※�妻が障害年金や20年以
上加入した老齢厚生年
金又は退職共済年金を
受給できる場合には、
65歳未満であっても、
加給年金は加算されま
せん。

65歳
▼

65歳
▼

60歳
▼

夫
（妻）

夫
（妻）

特別支給の老齢厚生年金

配 偶  者  加  給  年  金  額

老齢厚生年金
老齢基礎年金

振　替　加　算
老齢基礎年金

――――――――――�●�――――――――――――――――――――――――――――――�●�――――――――――
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　この度、県立安芸津病院では、内視鏡による診断・処置・
治療をこれまで以上に担えるよう、また苦しいイメージ
の検査を『より楽に』行えるよう細い経鼻内視鏡を導入
しました。さらに検査枠の拡大・
専任内視鏡技師の配置・検査予約
システムの改善も行いました。皆
様に安心して内視鏡検査を受け
ていただけます。

　『がん検診に行かんといけん、広島県』、『広島県民よ！
まだ受けておらぬのか。「がん検診」』このキャッチコピー
ご存じですか？広島県は県民の健康増進のための施策を
推進しています。そして検診率50％を目指しています。
現在、日本人の死亡原因の第１位は「がん」で広島県内
でも1日に約21人もの人が命を落としています。今や
がんは治らない病気ではなくなり、早期発見をすれば治
すことが出来ます。ただ、進行した状態で見つかったの
では、長期生存が見込めなくなってしまいます。早期発
見するためにもがん検診を受けましょう。
　また、心筋梗塞や脳梗塞などの原因となる動脈硬化も
自覚症状が現れにくいのでとても危険です。糖尿病・高
血圧・高脂血症などを放置すれば知らない間に動脈硬化
が進行してしまいます。ここで大切なのは『今の健康状
態』を知ることです。自分が今どういった状態なのか、
どうすれば今後も健康な生活を送ることができるかを知
るためにも健診を受けましょう。そして『病気を治す』
前に『予防する』を目指しましょう。
　安芸津病院は「健診、地域
の予防医療の推進」を担うべ
く、今年度から「健康管理室」
を整備しました。健診の予約
は毎日お受けし、専用の控え
室を用意、担当看護師を配置
しています。まずはお気軽に
ご相談下さい。

　 I らんどは、大崎上島町の障害者相談支援事業所です。
　障がいのある方だけでなく、生活のしづらさを抱えて
いる方、ご家族や地域の方からの相談にも応じています。
　相談方法として、電話相談・来所相談・訪問相談があ
りますので、お気軽にご相談ください。

今年度最初の I らんど料理教室を開催
　料理が苦手な人・作った事のない人・余暇を皆で楽し
みたい人・どなたでも気軽に御参加下さい。
　今回は、コックをされていた方に講師を務めて頂きま
す。簡単！安く !! 美味し
く !!! とのお願いをしてい
ますので、参加頂きレパー
トリーの一つに加えて頂け
ればと思います。
　今回は、スパゲティーを
つくります。

日時　５月26日㈰
　　　10：00〜13：30
場所　第２ふれあい工房食堂
　　　大崎上島町中野5522-36
　　　（サポートおおさき内）
参加費　500円
申込方法
　　　５月22日㈬までに、 I らんどに連絡ください。

連絡先
　　　大崎上島町生活サポートセンター
　　　 I らんど（底押・土本）
　　　☎64−4416
　　　（�転送することもありますがそのままお待ちくだ

さい）
　　　Fax：67−5667
　　　E-mail��hureai-iland@osakifukushikai.jp
受付日と時間
　　　月〜金曜日　8：30〜17：00
　　　相談は無料です。秘密は固く守ります。
　　　まずはご連絡ください。

『内視鏡検査ステーション』開設のご案内

県立安芸津病院　消化器内科部長　杉山真一郎
内 科 看 護 師 長　藤田　武子

健診を受けましょう
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Ａ　サンドイッチ用食パン4枚、バター小さじ１
　　卵２個、パセリ少々、マヨネーズ小さじ４
　　ハム（飾り用）１枚
Ｂ　サンドイッチ用食パン４枚、バター小さじ1/2
　　豚ひき肉80g、玉ねぎ中1/5個
　　トマトケチャップ小さじ２、塩少々
Ｃ　サンドイッチ用食パン４枚、バター小さじ１
　　人参中1/4本、キャベツ１葉、ベーコン40g
　　塩少々、こしょう少々

　風薫るさわやかな若葉の季節となり、ぽかぽか陽気に
誘われてお花見に行ったり、潮干狩りを楽しんだりとお
出かけする機会も多くなりそうですね。そんな時にお勧
めのロールサンド。手軽な材料で彩りがよく、中に巻く
具はいろいろとアレンジができるのも魅力的です。

　たばこの煙の害は、直接喫煙と受動喫煙がよく知られ
ていますが、煙の3つ目の害としてサードハンドスモー
クがあります。サードハンドスモークとは、2009年に
アメリカの小児科医のグループが喫煙の害を警告するた
めに新しい言葉として発表したもので、室内や車内で喫
煙すると、壁などにタバコの煙の成分が付着し、そこか
ら発がん物質などの有害成分が
長期間揮発して漂い出る成分の
ことです。つまり、タバコの煙
の臭いが衣類や部屋などに残っ
てしまって臭い漂う状態のこと
です。「はいはい」やおもちゃ
をなめて遊ぶような乳幼児に
とって、そのような環境は有害
です。
　５月31日は世界禁煙デー、
それをきっかけに喫煙されてい
る方は禁煙を、されてない方は
禁煙を勧めるようにしてみませんか。

たばこの煙に含まれる化学物質
　たばこの煙には、4000種類以上もの化学物質が含ま
れています。
　そのうち、発がん性物質は、60種類。

◎材　料　　　 分量（４人分 )
＜ロールサンド＞

＜添え野菜＞　プチトマト適量、レタス適量
◎作り方

Ａ ①食パンにバターをぬる。
②卵はゆで卵にし、細かく切る。パセリはみじん

切りにする。
③ハムは花型に切り、残りは細かく切る。
④②と③の細かく切ったハムをマヨネーズで和え、①の
食パンに平たくのせ、くるくると巻く。ラップに包む時
に花型に切ったハムを飾り、両端をモール等で止め、半
分に切る。

Ｂ ①食パンにバターをぬる。
②玉ねぎはみじん切りにする。

③フライパンを熱し、豚ひき肉を入れ少し炒め、②の玉
ねぎを加え炒める。火が通たら、トマトケチャップ、塩
で味つけ、①の食パンに平たくのせ、くるくると巻き、
ラップに包み、両端をモール等で止め、半分に切る。

Ｃ ①食パンにバターをぬる。
②人参、キャベツ、ベーコンはせん切りにする。

③フライパンを熱し、ベーコンを入れ少し炒め、人参、
キャベツを加え炒める。火が通たら塩・こしょうで味を
ととのえ、①の食パンに平たくのせ、くるくると巻き、
ラップに包み、両端をモール等で止め、半分に切る。

～手軽においしく楽しく巻き巻き～

エネルギー　403kcal
たん白質　　17.5g
塩分　　　　1.7g

ロールサンド

「しっかり残って悪さを発揮、
サードハンドスモーク」

～読んだら禁煙したくなる～

参考・引用
広島県医師会HP、ファイザーHP、健康ネットHP

問保健衛生課　保健師　☎62−0330

化学物質 これらを含むものの例

ペンキ除去剤アセトン

アリ殺虫剤カドミウム

ライター用燃料ブタン

排気ガス一酸化炭素

カーバッテリーヒ素

工業溶剤トルエン
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114

今
よ
り
光
り
輝
く

大
崎
上
島
中
学
校
１
年　
大
成　
明
稲

「
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
み
る
か
。」

父
の
こ
の
一
言
で
、
私
の
家
で
は
毎
年
夏
に

な
る
と
、
家
族
で
色
々
な
生
き
物
を
探
し
に

行
き
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
や
川
な
ど
普
段
何
気
な
く
通
り
過

ご
し
て
い
る
所
も
、
夜
の
懐
中
電
灯
に
は
メ

ダ
カ
や
カ
エ
ル
、
ホ
タ
ル
な
ど
様
々
な
生
き

物
が
浮
か
び
出
て
、
思
わ
ず
夢
中
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
時
に
は
セ
ミ
の
脱
皮
の
瞬
間

や
遠
く
に
イ
ノ
シ
シ
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ

り
、
父
や
母
が
目
を
耀
か
せ
て
子
ど
も
の
よ

う
に
は
し
ゃ
い
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

そ
れ
だ
け
で
私
ま
で
楽
し
く
な
り
ま
す
。
毎

年
恒
例
の
、
私
に
と
っ
て
大
切
な
行
事
の
一

つ
で
す
。

　

し
か
し
、
恒
例
と
言
い
な
が
ら
、
こ
の
何

年
間
か
の
短
い
間
に
少
し
ず
つ
変
化
が
現
れ

て
き
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、あ
ん
な
に
沢
山
い
た
メ
ダ
カ

が
明
ら
か
に
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。あ
ち
こ
ち
ど
こ
に
だ
っ
て
い
た
の
に
、今

は
探
し
回
ら
な
い
と
見
つ
か
ら
な
い
の
で
す
。

「
去
年
は
こ
こ
に
お
っ
た
の
に
ね
。」

「
ど
う
し
た
ん
か
ね
え
。」

出
か
け
る
前
の
父
の
元
気
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
つ
目
は
、
ホ
タ
ル
で
す
。

「
あ
っ
、
あ
そ
こ
に
お
る
。」

「
ほ
ん
ま
じ
ゃ
、
き
れ
い
じ
ゃ
ね
。」

そ
う
言
っ
て
見
て
い
た
は
ず
な
の
に
今
年
は

見
つ
け
る
の
も
難
し
く
、
や
っ
と
の
こ
と
で

「
ほ
ら
、
あ
そ
こ
に
お
る
よ
。」

「
え
っ
、
ど
こ
に
？
見
え
ん
よ
。」

声
ば
か
り
が
大
き
く
行
き
交
う
あ
り
さ
ま
で

す
。

　

さ
ら
に
こ
の
前
の
夜
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
た
ば
か
り
の
父
が
、「
イ
ノ
シ
シ
が

お
っ
た
！
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
を
近
く
で
見
た
こ
と
の
な
い
私
は
、

次
の
夜
早
速
せ
が
ん
で
一
緒
に
歩
い
て
み
ま

し
た
。

「
ほ
ら
、あ
そ
こ
に
お
る
よ
。
見
て
ご
ら
ん
。」

父
の
指
差
す
方
向
に
目
を
凝
ら
す
と
、
確
か

に
そ
こ
に
は
イ
ノ
シ
シ
が
。
少
し
怖
か
っ
た

け
れ
ど
、
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
嬉
し

さ
で
、
胸
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
で
ー
ん

と
し
た
成
獣
で
し
た
。

　

し
か
し
、
何
年
か
前
は
車
に
乗
っ
て
夜
中

に
探
し
て
い
た
イ
ノ
シ
シ
で
す
。
こ
ん
な
近

く
で
ま
だ
夜
に
な
っ
た
ば
か
り
の
時
間
帯
に

気
軽
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
に
、
少
し
不
安
を
覚
え
る
の
で
す
。
何

か
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
中
で
小
さ
な
不
安
が

大
き
な
不
安
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

た
っ
た
１
年
前
と
違
っ
て
き
て
い
る
。

　

昨
年
起
き
た
東
日
本
大
震
災
以
後
、度
々

テ
レ
ビ
に
流
れ
る
地
震
や
大
雨
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
速
報
に
す
ご
く
敏
感
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
は
、私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
な
ぜ
だ
ろ
う
。
な
ん
で
こ
ん
な
に
各
地
で

異
常
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。」

　

真
っ
先
に
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
地
球

の
環
境
問
題
で
す
。
そ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ス
は

あ
ま
り
見
ず
、
自
分
の
好
き
な
番
組
ば
か
り

見
て
い
た
私
に
詳
し
い
こ
と
が
分
か
る
は
ず

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
今
か
ら
や
っ
て
も
遅

い
か
も
。」「
私
だ
け
や
っ
て
も
ム
ダ
。」「
私

に
は
で
き
な
い
。」
と
思
っ
て
い
た
節
電
や

ゴ
ミ
の
分
別
、
車
の
排
気
ガ
ス
を
抑
え
る
こ

と
な
ど
、
身
の
回
り
の
色
々
な
こ
と
が
地
球

環
境
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
楽
で
便
利
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
周
り
で
、
様
々
な
環
境
破
壊
が
起
こ
っ

て
い
る
。
自
分
一
人
が
関
係
し
て
い
る
環
境

破
壊
は
少
し
で
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
こ
れ
が
日
本
中
、
世
界
中
へ
と
広

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
怖
い
。
私

た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
し
自
分
に
家
族
が

で
き
た
と
し
て
、
今
み
た
い
に
ホ
タ
ル
を
探

し
に
行
っ
た
り
、
メ
ダ
カ
を
探
し
に
行
っ
た

り
し
て
、

「
お
母
さ
ん
も
、
お
母
さ
ん
の
お
父
さ
ん
と
、

こ
う
や
っ
て
メ
ダ
カ
を
探
し
に
来
て
た
の

よ
。」

と
笑
顔
で
過
ご
せ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
い

え
、
過
ご
し
て
い
た
い
も
の
で
す
。

　

春
に
は
桜
が
咲
き
、
梅
雨
に
は
雨
が
降
り
、

夏
が
来
て
田
ん
ぼ
に
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、

川
の
中
で
は
メ
ダ
カ
の
学
校
が
、
木
々
の
間

か
ら
は
う
る
さ
い
ほ
ど
の
セ
ミ
の
声
。
秋
に

は
紅
葉
や
美
味
し
い
旬
の
食
べ
物
、
冬
に
は

寒
い
け
れ
ど
、
家
族
で
囲
む
温
か
い
鍋
。
何

で
も
な
い
平
凡
な
１
年
を
、
普
通
に
過
ご
し

た
い
。

　

そ
の
た
め
に
私
一
人
で
も
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
自
分
の
周

り
で「
変
だ
な
」と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば「
な

ぜ
？
」
と
考
え
、
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
知

る
。
ま
ず
は
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
少
し
ず

つ
で
も
知
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
節
電
だ
っ

て
、
い
ら
な
い
電
気
を
消
す
こ
と
ぐ
ら
い
は

で
き
ま
す
。
夏
に
は
エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
１
、

２
度
上
げ
る
こ
と
も
、
ゴ
ミ
を
分
別
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
未
来
、
地
球
の
未
来
の
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
ほ
ん
の
小
さ

な
こ
と
で
も
み
ん
な
が
気
を
遣
っ
て
で
き
れ

ば
、
大
き
な
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
信
じ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
地
球
の
ず
っ
と
先

の
未
来
が
、
今
よ
り
光
り
輝
い
て
い
て
ほ
し

い
か
ら
。

　

�

第
32
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コン
テ
ス
ト

　

東
広
島
竹
原
地
区
大
会
佳
作

　

※
24
年
度
時
の
学
年
で
掲
載

特
設
登
記
・
人
権
相
談
所
の
ご
案
内

　

法
務
局
職
員
が
相
続
や
贈
与
な
ど
の
登
記

手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
人
権
擁
護
委
員
が
悩
み
事

等
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
８
日
㈬

　
　
　

10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時

場
所　

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ホ
ー
ル
「
神
峰
」
楽
屋

問
広
島
法
務
局
東
広
島
支
局

　

☎
（
０
８
２
）
４
２
３

−

７
７
０
７

　

役
場
住
民
課　

☎
65

−

３
１
１
３
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竹原市役所１階消費生活相談室
☎ 0846 − 22 − 6965

月〜金曜日　10：00 〜 12：00
13：00 〜 16：00

大崎上島町役場　産業観光課（本庁）
☎ 65 − 3123

奇数月の第１金曜日　10：00 〜 12：00
13：00 〜 15：00

消費生活相談窓口を知っていますか？

消
費
生
活
情
報 　

116

問竹原警察署　☎ 0846 − 22 − 0110　　大崎上島分庁舎　☎ 62 − 0110

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ�

【消費生活相談窓口のご案内】
　大崎上島町では、２ヶ月に１回、専門の相談員による消費生活相談窓口を開設しています。
　また、竹原市においても相談窓口が開設されており、大崎上島町にお住まいの方も利用できます。（月曜
日から金曜日まで相談可能。）なお、相談は無料です。
　相談する時には、どのようなトラブルにあい、どうしたいのか等の希望を
相談員に伝え、契約書や申込書類があれば準備していただくと相談がスムー
ズにできます。
　一人で悩まず消費生活相談員による「消費生活相談」をご利用ください。

▶５月は消費者月間です

統一テーマ「学ぶことから始めよう 〜自立した消費者にむけて〜」
　近年では地域・家庭のつながりが弱まるなか、消費者トラブルも多様化・深刻化しています。この様な状
況に対して、消費者が消費者被害・事故に合わないよう、自ら進んで知識を習得し、情報を収集することが
不可欠です。

消費生活
相談窓口

行楽シーズンの防犯・交通事故防止対策
〜安全・安心な大崎上島町の実現〜

交通事故に遭わない！ 交通事故を起こさない！！
　行楽シーズンは気が緩み注意不足から交通事故に巻き込
まれるおそれがあります。
　楽しい連休を過ごすために、次のことに気をつけましょう。

○�気温が上がり暖かくなると、注意力が低下していきます。
漫然と運転しないようにして、安全確認をしっかりしま
しょう。
○�映画のロケ地になったことから、島外からの観光客も増
えます。急発進、急停車などをする可能性があるので、
見慣れぬナンバーの車両を見たときは、よく注意して運
転しましょう。
○�連休中は交通量が増えます。いつも通る道だからといっ
ても車の流れは変わってくるので、安全速度で安全運転
を心掛けましょう。
○�ちょっと気にするだけで交通事故は防げるはずです。歩
行者、自転車利用者も安全に対する意識を高めましょう。
○�交通ルールを守り、事故防止に努めましょう

身に覚えのない電話、郵便にはご注意！
　島内で、『役場』『社会保険事務所』等を名乗り、
お金を騙し取る還付金詐欺未遂や、外国などから賞
金が当たったという郵便物が届く事案が発生してい
ます。
　実際に勤めている職員の名前を使うなど、手口が
巧妙になってきていますが、焦らず冷静に考えて行
動し被害に遭わないようにしましょう。

●こういう話は怪しい !!
○�「過払い金がある」「期限がもうすぐで終わる」な
どの言葉を使う
○�携帯電話を使わせ、会話をしながら銀行などに行
かせようとする
○�携帯電話の番号を聞く、別の電話番号にかけなお
させる
○�賞金を獲得するために個人情報を書いて郵便で返
信させようとする
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広
島
県
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
・
お

り
づ
る
）
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
を
対
象

に
今
年
度
も
大
崎
上
島
町
で
「
地
域
派
遣
事

業
（
お
り
づ
る
出
前
教
室
）」
を
開
催
し
ま
す
。

　

開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象

　

障
が
い
が
あ
る
方
お
よ
び
そ
の
介
助
者

指�

導
者　

広
島
県
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン

タ
ー
・
お
り
づ
る
）
職
員

実
施
内
容

【�

ス
ポ
ー
ツ
】�

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
誰

で
も
参
加
で
き
る
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

【�

文
化
】
生
活
の
質
の
向
上
・
潤
い
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
調
理
講
習

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
時
間　

10
時
か
ら
12
時

　

※
８
月
23
日
の
み
13
時
か
ら
15
時

持
参
物

【�

ス
ポ
ー
ツ
】
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
が

で
き
る
服
装
、
水
分
補
給
の
飲
み
物

【
料
理
教
室
等
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

※�

材
料
費
（
１
０
０
円
〜
５
０
０
円
程
度
）

が
必
要
な
教
室
は
、
当
日
集
金
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
・
お
り
づ
る

　
（�

内
海
）☎
０
８
２

−

４
２
５

−

６
８
０
０

　

FAX
０
８
２

−

４
２
５

−

６
７
８
９

　

大
崎
上
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
（
樽
本
）

　

☎
62

−

１
７
１
８　

FAX�

62

−

０
８
１
６

問
・
申
役
場
福
祉
課
（
石
本
・
中
坂
）

　

☎
62

−

０
３
０
１　

FAX�

62

−

０
３
０
４

光
フ
ァ
イ
バ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

申
込
受
付
期
限

　

平
成
25
年
５
月
31
日
（
必
着
）
ま
で

　

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
ス

タ
ー
ト
し
て
10
周
年
を
を
記
念
し
て
先
着

１
０
０
名
様
限
定
で
初
期
工
事
費
５
万
円
を

１
万
円
で
実
施
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
ま
だ

お
使
い
で
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
一
戸
建
て
の
み
と
な
り

ま
す
。
工
事
は
平
成
25
年
５
月
以
降
に
順

次
行
い
ま
す
。

問�

㈱
エ
ネ
ル
ギ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズdo!up

フ
ァ
イ
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

　

☎
０
１
２
０

−

１
２
０

−

２
７
８

　
（
平
日
９
時
〜
20
時
、　

土
日
祝
９
時
〜
18
時
）

太
陽
光
発
電
導
入
の
補
助
申
請
募
集

　

大
崎
上
島
町
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
普
及
促
進
事
業
補
助
金
の
申
請
を
受
付
け

ま
す
。
補
助
対
象
者
は
、
町
内
に
居
住
ま
た

は
居
住
す
る
予
定
の
住
宅
に
、
本
対
象
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
前
ま
た
は
本
対
象
シ
ス
テ

ム
付
き
住
宅
を
購
入
す
る
前
に
補
助
金
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

対�
象
期
間　

平
成
25
年
５
月
１
日
〜
平
成
26

年
３
月
31
日

補�

助
金
額　

1
件
当
た
り
５
万
円
（
30
件
ま

で
受
け
付
け
る
予
定
で
す
。）

問
企
画
振
興
課　

☎
65

−

３
１
１
２

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
募
集
中

　

町
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
個
人
含
）
が

行
う
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

対�

象　

①
生
涯
学
習
や
人
材
育
成
の
た
め
の

研
修
会
開
催
や
参
加
。
②
生
活
文
化
・
福

祉
向
上
を
目
的
と
す
る
事
業
。
③
他
の
地

域
と
の
交
流
推
進
を
目
的
と
し
た
事
業

申�

込
期
限　

平
成
26
年
２
月
20
日
ま
で

　

※
随
時
募
集

事�

業
実
施
期
間　

採
択
さ
れ
た
日
か
ら
平
成

26
年
３
月
末
日
ま
で

　

補
助
金
額
は
、
補
助
対
象
経
費
の
10
分

の
８
以
内
（
限
度
額
：
50
万
円
）。
た
だ
し
、

視
察
研
修
や
派
遣
旅
費
に
つ
い
て
は
２
分
の

１
以
内
。限
度
額
あ
り
。（
平
成
25
年
度
予
算
：

50
万
円
）

問
企
画
振
興
課　

☎
65

−

３
１
１
２

地
域
の
花
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

　

公
道
の
緑
地
帯
等
で
、
住
民
が
自
主
的
に

行
っ
て
い
る
花
づ
く
り
を
町
が
支
援
し
ま
す
。

　

対
象
要
件
は
、
年
間
を
通
じ
て
植
栽
や
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
１
年
以
上
継

続
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
。
美
し
い
景
観

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
意
欲
の
あ
る
人
・

グ
ル
ー
プ
。
花
づ
く
り
活
動
に
関
し
て
町
か

ら
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
等
。

植
栽
面
積
１
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
１
８
０

円
を
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
交
付
し
ま
す
。

申
請
期
限　

平
成
25
年
９
月
30
日
ま
で

　

要
綱
や
申
請
書
は
、
企
画
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
振
興
課　

☎
65

−

３
１
１
２

スポーツ・文化教室日程表
日　　程 教室・（対象区分） 内　　容 場　　所

16月12日（日） スポーツ（知的） レクスポ（ディスク） 西野屋内運動場

17月15日（月・祝） スポーツ（身体・精神・知的） 障害者スポーツ大会 中電ふれあいホール

18月23日（金） 文化（身体） 簡単なお菓子作り 東野保健福祉センター

10月14日（月・祝） 文化（知的） 簡単なお菓子作り 東野保健福祉センター

11月14日（月・祝） スポーツ（知的） レクスポ（ディスク） 西野屋内運動場

12月19日（木） 文化（身体） 高血圧改善料理 東野保健福祉センター

11月19日（日） 文化（知的） 簡単なお菓子作り 東野保健福祉センター

12月20日（木） スポーツ（身体） 室内グラウンドゴルフ 西野屋内運動場

平
成
25
年
度��

お
り
づ
る
地
域
派
遣
出
前
教
室�

参
加
者
募
集
！
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求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー

フ
ル
タ
イ
ム
の
募
集
…
19
事
業
所

パ
ー
ト
の
募
集
…
…
…
３
事
業
所

主�

な
求
人
事
業
所　
（
医
社
）
ひ
が
し
の
会
、

栄
山
建
設
、
大
崎
工
業
㈱
広
島
工
場
、
平

田
歯
科
診
療
所
な
ど

※�

広
報
紙
発
行
日
に
、
す
で
に
募
集
が
終
了

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
求
人
票
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原
発
行

の
た
け
の
こ
求
人
情
報
誌
は
、
本
庁
産
業
観

光
課
・
大
崎
支
所
・
木
江
支
所
窓
口
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

https://w
w
w
.hellow

ork.go.jp/index.htm
l

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原

　
（
広
島
西
条
公
共
職
業
安
定
所
竹
原
出
張
所
）

　

☎
０
８
４
６

−

22

−

８
６
０
９

消
防
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　

問
消
防
局
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
８
２

−

４
２
２

−
６
３
４
１

■
危
険
物
取
扱
者
（
乙
種
第
四
類
）

　
試
験
準
備
講
習
会

日
時　

５
月
14
日
㈫

　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

消
防
局
２
階
講
堂

定
員　

80
人

料�

金　

１
１
，２
０
０
円（
東
広
島
危
険
物
安

全
協
会
会
員
は
８
，２
０
０
円
）

申�

込
期
間　

当
日
の
受
付
可
（
空
席
が
あ
る

場
合
）
受
講
票
は
予
防
課
及
び
最
寄
の
消

防
署
・
分
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時　

６
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮

　
　
　

９
時
〜
16
時

場
所　

消
防
局
2
階
講
堂

定
員　

80
人

持
参
物　

筆
記
用
具

料�

金　

６
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
等
と
し

て
講
習
初
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

申�

込
期
間　

５
月
13
日
㈪
か
ら
６
月
６
日
㈭

ま
で

※�

受
講
申
請
書
は
最
寄
の
消
防
署
・
分
署
で

配
布
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
申
請
時
に
、

写
真
2
枚
、
官
製
は
が
き
1
枚
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

日
時　

７
月
５
日
㈮

　

給
油
取
扱
所　

９
時
15
分
〜
12
時
15
分

　

そ
の
他　
　
　

13
時
15
分
〜
16
時
15
分

場
所　

消
防
局
2
階
講
堂

定
員　

80
人
（
区
分
ご
と
）

料�

金　

４
，７
０
０
円（
広
島
県
収
入
証
紙
を

貼
付
も
し
く
は
郵
便
振
替
）、50
円
切
手
１
枚

申�

込
期
間　

５
月
７
日
㈫
〜
５
月
20
日
㈪

受
講
票
は
予
防
課
及
び
最
寄
の
消
防
署
・

分
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
の
館
」

利
用
料
減
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
延
長

　

ふ
れ
あ
い
の
館
で
は
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
に
入
館
い
た
だ
く
と
、
大
人

３
０
０
円
の
と
こ
ろ
を
２
０
０
円
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
。
お
誘
い
合
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
ふ
れ
あ
い
の
館　

☎
64

−

４
２
０
０

転
倒
予
防
に
関
す
る
講
演
会
開
催

　

転
倒
は
外
出
時
だ
け
で
な
く
自
宅
等
の
屋

内
で
も
多
く
発
生
し
、
要
介
護
状
態
に
な
る

要
因
の
第
４
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

転
倒
に
よ
り
骨
折
か
ら
寝
た
き
り
に
な
る

場
合
も
あ
る
な
ど
、
転
倒
予
防
は
「
健
康
寿

命
」
の
伸
び
に
欠
か
せ
な
い
、
誰
も
が
関
係

す
る
、
身
近
で
重
要
な
課
題
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
に
こ
の
講
演
会
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
自
分
の
た
め
に
、
家
族
た
め
に
、

地
域
の
た
め
に
、
転
倒
予
防
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
25
日
㈯　

10
時
〜
11
時

場
所　

安
芸
津
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師　

転
倒
予
防
医
学
研
究
会
代
表
世
話
人

武
藤　

芳
照
（
東

京
大
学
総
長
顧
問

／
名
誉
教
授
）

演
題

�

「
こ
れ
で
転
ば
な

い
〜
こ
れ
だ
け
は

知
っ
て
お
き
た
い
転
倒
予
防
の
心
が
け
〜
」

対�

象　

地
域
住
民
（
施
設
等
関
係
者
を
含
み
、

安
芸
津
地
域
外
か
ら
も
大
歓
迎
）

参
加
料　

無
料

主�

催　

�

あ
き
つ
ほ
っ
と
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

県
立
安
芸
津
病
院

問
県
立
安
芸
津
病
院　

事
務
長
・
杉
原

　

☎
０
８
４
６

−

45

−

０
０
５
５

ピ
ア
ノ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
町
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
、
ピ
ア
ノ
演
奏
や
、
多
楽
器
と
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を
披
露
し
ま
す
。

日
時　

平
成
25
年
６
月
２
日
㈰

　
　
　

12
時
〜
16
時
30
分
（
予
定
）

場
所　

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ホ
ー
ル
神
峰

入
場
料　

無
料

主
催　

ピ
ア
ノ
ミ
ニコ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

後
援　

大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　

大
崎
上
島
町
音
楽
協
会

ゲ
ス
ト　

県
立
安
芸
津
病
院
小
児
科
医

　
　
　
　

江
口
恭
慈
先
生

労働保険年度更新の手続きは
正しくお早めに！
平成25年度の申告・納付は

平成25年７月10日までにお願いします。
５月31日までに送付いたします年度更新申告書でお早目
の手続きをお願いします。

問広島労働局総務部労働保険徴収課
� ☎082−221−9246
　三原労働基準監督署� ☎0848−63−3939
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〇�納付書は、各納期分をまとめて送付します。大切に保
管し、納期限までに納めてください。
〇納付の窓口は、次のとおりです。
　�　広島銀行・もみじ銀行・呉信用金庫・広島市信用組
合・広島県信用漁業協同組合連合会の本店及び各支店、
広島ゆたか農協の本所及び各支所、中国５県内のゆう
ちょ銀行及び郵便局
〇口座振替が便利です。
　�　ゆうちょ銀行を含む上記の金融機関で手続きができ
ます。各税目・保険料ごとに申し込みが必要です。（特
に国民健康保険から後期高齢者医療に移行した場合に
は、自動での引継ぎはされませんのでご注意くださ
い。）
　�　引き落としを希望する口座の通帳及び通帳の届け出
印をお持ちの上、金融機関窓口で直接手続きをしてく
ださい。
　なお、申込用紙は、町内の金融機関窓口に備え付け
ています。町外の本店・各支店などでの手続きを希望
する場合には、税務課にお問い合わせください。
〇�その他の詳細は、第１期納期月に送付する納税通知書
などでご確認ください。

【特別徴収】（年金からの天引き）

　特別徴収分の引き落とし日は、年金支給日と同日です。
詳しくは、第1期納期月に送付する納税通知書などをご
覧ください。

【町税・保険料の納め忘れはありませんか？】

〇�各種町税や保険料は、町行政や各種保険制度を安定的
に運営するための大切な財源です。
　�　町税や保険料に未納がある方には、督促状や催告書
を送付しています。なお、未納が続くと、給与・年金・
預貯金などの財産を差し押さえる場合がありますので、
町税や保険料は納期限内に必ず納めましょう。
　�　納期限内に納められない特別な事情がありましたら、
そのまま放置せず、本庁税務課又は各支所窓口係まで
ご相談ください。

【町税の「口座振替済通知書」を廃止します】

〇�これまで、町税等を口座振替により納付していただい
た方には、全納期終了後一括して「町税等口座振替領
収通知書」を発送していましたが、経費削減、省資源
化の推進及び最近の社会情勢の動向等を考慮し、平成
25年４月振替分から廃止させていただくことになりま
した。
　�　今後は、お手数をおかけしますが、納付状況は預貯
金通帳の記帳によりご確認いただきますよう、ご理解
とご協力をお願いします。
　�　ただし、軽自動車税については、車検に必要な車両
に対して送付している納税証明書を、これまでどおり
振替完了後に送付します。

平成25年度　納税等カレンダー
～ 町税は町行政の原動力です。期限内納付にご協力をお願いします。～

問税務課 ☎65－3114

【普通徴収】（納付書払い又は口座振替払い）
　平成25年度普通徴収の納期限は、次のとおりです。
納　期　月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

納　期　限 ４/30 ５/31 ７/ １ ７/31 ９/ ２ ９/30 10/31 12/ ２ 12/25 １/31 ２/28

軽 自動車税 ○全

町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期

固定資産税 １期 ２期 ３期 ４期

国 民 健 康
保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

後期高齢者
医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

介護保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

20



５月の納付は…
固定資産税 （第１期）

納期限は、５月31日㈮です。
納期限を必ず守りましょう！
口座振替をご利用の方は，残高の確認をお願いします。
納期限までに納付確認できない場合は，督促状を発送
します。
� 問税務課（本庁）　☎65−3114

休
日
当
番
医

５/ ４㈯

　射場医院　☎65−3304
５/ ６㈪

　円山医院　☎64−2062
５/19㈰

　田村医院　☎63−0311

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

５月の診療日
11日㈯・25日㈯
受付時間
　13：00〜17：00
診療開始
　14：00〜

☎67−3311

竹
原
市
休
日
当
番
医

内科　日曜・祝日　9：00～16：00
竹原市休日診療所　☎0846−22−7157
外科　日曜・祝日　9：00～18：00
5/3・4・6・26・6/2

馬場病院　☎0846−22−2071
5/5・12・19・6/9

安田病院　☎0846−22−6121
（注）事前にお電話を !!

月 日 曜 行　　　　事　　・　　場　　　　所 予防接種

５ ２ 木 こころの健康相談：大崎上島開発総合センター� （受付）13：30〜14：30 日本脳炎1期・2期
5月1日㈬〜31日㈮

７ 火 １歳６ヶ月児・３歳児健康診査：東野保健福祉センター� （受付）13：10〜13：30 三種混合１期
四種混合１期
不活化ポリオ

三種混合２期（二種混合）
５月７日㈫〜11日㈯

８ 水
９ 木
10 金
11 土

13 月
家族のつどい：大崎上島開発総合センター� （受付）13：30〜15：30
育児相談：大崎上島開発総合センター� （受付）10：00〜11：00

14 火 特定健診・がん検診：明石会館� （受付）　�8：00〜10：00

15 水
特定健診・がん検診：西野公民館� （受付）　�8：00〜10：00
断酒会：東野保健福祉センター� 18：30〜20：00

16 木 特定健診・がん検診：大崎上島開発総合センター� （受付）　�8：00〜10：00
17 金 特定健診・がん検診：大崎上島開発総合センター� （受付）　�8：00〜10：00
18 土 絵本の読みかたり：情報プラザ・エル� 10：30〜　　　　
19 日 神峰山ウォーク

20 月
特定健診・がん検診：木江保健福祉センター� （受付）　�8：00〜10：00
こころ元気サロン：大崎上島開発総合センター� 10：00〜12：00

21 火 特定健診・がん検診：東野保健福祉センター� （受付）　�8：00〜10：00
22 水 特定健診・がん検診：東野保健福祉センター� （受付）　�8：00〜10：00
29 水 ゲートキーパー研修会：大崎上島開発総合センター� 13：30〜15：30
30 木 奈良市立都跡中学校修学旅行受入（〜31日）
31 金 健康相談：東野保健福祉センター� （受付）10：00〜11：00

６ １ 土 日本脳炎1期・2期
６月１日㈯〜29日㈯２ 日

３ 月 三種混合１期・四種混合１期
不活化ポリオ

三種混合２期（二種混合）
６月３日㈪〜８日㈯

６ 木
こころの健康相談：大崎上島開発総合センター� （受付）13：30〜14：30
藤井寺市立藤井寺中学校修学旅行受入（〜７日）

８ 土 県立安芸津病院医療公開講座：大崎上島文化センター� 13：30〜16：00
９ 日

集まれ！わんぱくちゃん
　７月に１歳の誕生日を迎える、町内にお住ま
いのお子さんの写真をお寄せください。宛先は、
企画振興課または各支所窓口係。氏名（ふりが
な）・生年月日・住所（地区名）・保護者名・電
話番号を明記してください。期限は、６月３日㈪。
kikaku01@town.osakikamijima.hiroshima.jp

問企画振興課（本庁）☎65−3112

'13年５月２日㈭〜 '13年６月９日㈰
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編 

集 

後 

記

　

白
水
郵
便
局
か
ら
正
光
坊
ま
で

の
道
沿
い
に
、た
く
さ
ん
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す（
左

写
真
）。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち

が
通
う
学
校
ま
で
の
道
の
り
が
少

し
で
も
楽
し
く
な
れ
ば
と
、
郵
便

局
長
の
望
月
さ
ん
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
ご
近
所
の
方
も
時
折
水
や

り
や
草
刈
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
方
た
ち

と
一
緒
に
、
色
鮮
や
か
な
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

さ
て
、
５
月
か
ら
始
ま
る
修
学

旅
行
の
受
け
入
れ
。
海
に
な
じ
み

の
な
い
都
会
の
子
ど
も
た
ち
が
味

わ
う
自
然
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

広
報
紙
で
も
お
届
け
し
ま
す
。

発行日　2013年５月２日㈭
発行・編集　大崎上島町企画振興課
〒725-0231�広島県豊田郡大崎上島町東野6625−1
☎0846−65−3111㈹
HPアドレス�http://www.town.osakikamijima.hiroshima.jp

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

友
禅
の
水
に
ゆ
ら
め
く
古
都
の
春�

岡
本　

花
江

必
ず
や
鞄
の
底
に
春
シ
ョ
ー
ル�

平
谷　

圭
子

花
つ
む
じ
神
の
雄
鹿
の
胴
ぶ
る
い�

山
本　

一
子

南
風
俳
句
会

鳥ち
ょ
う
ご語

容い

れ
楊よ

う

貴き

妃ひ

桜
絢け

ん
ら
ん爛

と�

藤
原
千
紗
子

常と
こ
ぶ
せ臥

の
母
を
連
れ
出
す
朝
桜�

山
本　

輝
明

絵
に
倦う

む
や
茶
房
よ
り
見
る
花
の
庭�

芝
山　

吉
宣

木
江
神
潮
俳
句
会

名め
い
さ
つ刹
の
玉
砂
鳴
け
り
竹
の
秋�

柳
本　

昭
子

高
速
艇
銀
の
水み

お脈
曳
き
春
惜
し
む�

小
川　

知
女

落
日
の
水
夕
映
ゆ
る
未
ひ
つ
じ

草ぐ
さ�

小
池　

華
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

風
和な
ご

み
一
輪
挿
し
の
桃
の
花�

竹
元
マ
ツ
子

子
の
手
毬
花は
な

菜な

畑
に
転
げ
込
み�

高
橋
の
り
子

春
時し
ぐ
れ雨

鯖さ
ば

街か
い
ど
う道

の
轍わ

だ
ちあ

と�

松
岡　

時
子

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

霜
焼
の
治
り
か
け
た
る
春
の
風�

加
島　

雪
枝

向
か
ひ
合
ふ
夫
婦
二
人
の
梅
月
夜�

今
田　

魁
三

孫
う
ら
ら
伝
ひ
歩
き
の
一
歩
二
歩�

吉
田　

好
子

東
野
公
民
館
俳
句
会

大
楠
や
朧
の
星
を
抱
き
を
り�

上
杉　

文
子

水
仙
の
香
の
た
だ
よ
へ
る
通
夜
の
庭�

藤
原
千
紗
子

う
た
た
寝
の
夢
に
割
り
込
む
恋
の
猫�

山
本　

輝
明

集
ま
れ
！
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん
　
詳
し
く
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

５月生まれの
　わんぱくちゃん
１歳の Happy Birthday

澤
さわだ

田　遥
はると

斗ちゃん（垂水区） 石
いしだ

田　寛
ひろかず

和ちゃん（契島区） 大
おおまさ

政　海
かいと

仁ちゃん（上の谷区） 岡
おかだ

田　幸
こうめ

芽ちゃん（大西区）

中
なかはら

原　佑
たすく

ちゃん（垂水区） 中
なかはら

原　新
あらた

ちゃん（垂水区） 田
たなか

中　朝
あさひ

陽ちゃん（垂水区）
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